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スプリング夢コンサート

平成25年４月１日に
公益財団法人土岐市文化振興事業団を設立しました

（公財）土岐市文化振興事業団では、市内でさまざまな文化事業を開催するほか、文化財の調査研究・活用を
行うことで文化・芸術活動を盛り上げ、土岐市を心豊かで活力あるまちにしていくための活動を行います。

主な事業
（１）美術展、音楽祭、文芸祭など市民の皆さんが参加できる文化事業を

行います。
（２）文化プラザを中心とした文化芸術活動の場所を市民の皆さんに提供

します。
（３）市内の遺跡の発掘・調査を行い、文化財の研究などを行います。
（４）美濃陶磁歴史館で歴史民俗資料などの展示を行います。
（５）織部の里公園で陶芸体験や茶室の公開などを行います。
（６）文化プラザでのコンサートや演劇などの企画・運営を行います。

平成25年　文化プラザ開催事業（予定）
▷　8　月　4　日（日）劇団うりんこ「ふたりでまいご」
▷　9　月21日（土）由紀さおり・安田祥子　童謡コンサート

詳細が決まり次第、広報などでお知らせします。
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隠居山須恵器窯出土品（７～８世紀） 熊野神社古墳出土品
（猿投で焼かれた須恵器だと思われるもの）


